




図1 野母町沈設後経過年月と
観察されたイセエビの個体数

おかげさまで野母崎のシェルナースイセエ
ビ型も沈設されてからもうすぐ5年、イセ
エビは順調にその数を増やしています。

ひみつその１ 豊富なエサ

イセエビは、定着直後は海藻類に付着してい
る巻貝類や甲殻類を、その後はより大型の貝類
や甲殻類、ウニ類などを食べて暮らしています。
シェルナースは、部材であるカキ殻が作り出す
複雑な空間や海藻類の着生により、イセエビの
成長段階に応じた多様なエサ生物を供給し、そ
の着定・成長の手助けをしてくれます。

←海藻が稚エビを呼ぶ？

カキ殻間に潜入した甲殻類→

ひみつその２
たくさんの隠れ場所

それはね…

イセエビは狭いところ、特に大型の
敵に襲われたときのために、後方に逃
げ場を持つ場所を好みます。

シェルナースは、その複雑な構造から
イセエビの様々な成長段階に適応する
空間を提供することが出来、またこれ
ら快適な環境はイセエビの産卵場にも
なってくれます。

↑暗がりに潜むイセエビたち イセエビの全ての世代に優しい設計なのです。

オレたちゃココが大好きさ！
～シェルナースイセエビ型が好まれるわけ～

エサと、さまざまな空間を持つ

シェルナースは‥‥

シェルナースで
イセエビが増えて
るぞ！

でも、なんで？
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ナナママココ資資源源をを増増ややすす試試験験をを実実施施中中でですす♪♪  
～～広広島島県県江江田田島島湾湾ののナナママココ着着定定基基盤盤開開発発試試験験～～  

試験礁に集まるメバル 

図 1 区間別の m2当たりのナマコ計数結果 

試験礁の中にボクたち
が多いのは、餌が多い
から？？ 
それとも、住みやす～い
すきまがいっぱいあるか
ら？？ 

貝殻では魚の
餌がいっぱい
増えるし、魚の
胃の中を調べ
たら礁の中で
増える動物も
でてきたん 
だよ♪ 

図 2 試験礁と周囲海底に集まる魚類の重量の比較 

海のことをよく知る漁業者の方からは、「カキに小さいナマコがついているのをよく見かける」という声
を聞きます。ナマコは水産上重要な資源であり、海底の泥などに含まれる有機物を餌にしていることから
“海底の掃除屋”とも言われています。つまり、ナマコが増えることにより底質環境が良くなることが期
待できます。 
これらのことから私たちは、広島県江田島湾のカキ養殖いかだの下に貝殻を使った試験礁を設置して、ナ

マコを増やす試験を行いました。その結果をご紹介します。 

ナマコ資源を増やす礁として 
期待できます！ 
 

シェルナース試験礁の中には周囲の海底

よりも 7～18倍もナマコが多く集まっていま

した！ 

メバルやカサゴもたくさん 
集まります！ 
 
シェルナース試験礁は小さいメバルやカサ

ゴなどの餌場、隠れ場になっているため、周囲

の海底よりもはるかにたくさんの魚たちが集

まっていました！ 

   

さらに、シェ ルナース で育 った  
ナマコやメバルたちは… 
 
 

大きくなって漁獲されることで、養殖いかだから

落ちてくる排泄物などが海の外に出ていき、閉鎖性

水域の環境が改善されることが期待できます♪ 

 

試験礁からの距離 

周囲海底

シェルナース
         試験礁

0 4 8 12 16

魚の重量(kg/m2)

カサゴ メバル ウミタナゴ その他

14.958kg/m2

0.006kg/m2 その差は約2,400倍！

試験は平成 17 年 7 月から始まり、 
現在も継続中です♪ 
まだまだ新しい発見があるかも 
しれないので、これからの結果にも期待
してくださ～い♪ 
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シェルナース試験礁 周囲海底
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試験礁から出てきたナマコ 

 

図 3 シェルナース試験礁を用いた環境改善イメージ 

試験礁の中
がダントツで
多い！ 



 

 
  

漁漁業業者者のの手手でで、、アアワワビビ種種苗苗ををシシェェルルナナーーススにに放放流流ししままししたた！！ 
 
平成 18 年 5 月、富山県下新川郡入善町に沈設されたシェルナース磯根

資源型に地元の漁業者が放流を行いました。 
放流された種苗は、富山県農林水産公社

から出荷された平均殻長36mmのエゾアワビ
計 9,100 個体です。入善漁業協同組合の海
洋深層水利用施設の水槽内で、貝殻を使っ
たユニットに種苗を付かせて、それを事前
設置されているシェルナースに取り付けま
した。 
入善漁業協同組合の飯田参事は、アワビ

種苗がシェルナースの中で環境に耐えられ
る力を付けて大きく育って欲しいと期待し
ています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

放放流流施施設設、、シシェェルルナナーースス磯磯根根資資源源型型のの特特徴徴  
  

① 貝殻ユニットに付いた種苗は、外敵か
ら攻撃されにくい。 

② 放流は貝殻ユニットを磯根資源型の
中に入れるだけなので、作業が簡単に
なり、種苗のストレスも少なくてすむ。 

③ 貝殻を使った施設なので表面積が多
く、アワビが小さい時に食べる珪藻類
が多い。 

  

 
 

 
これらの特徴から、シェルナース磯根資源型にはアワビ種苗の 

放流 1 カ月後の滞留率を約 80％まで高め、成長させる効果が 
あり、数年後にはアワビがたくさん漁獲されることが期待されます。 
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磯根資源型
対照区（何もない海底）

沈設シェルナース情報 

設置場所 

富山県下新川郡入善町 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置魚礁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェルナース磯根資源型 

(平成 17 年 10 月沈設) 

 

設置水深  8m 

底質    砂礫 

 

調査回数 

平成 18 年 5 月 

(1 回実施) 

  

調査内容 

・ 事前調査 

・ アワビ種苗放流 
 

富富山山県県シシェェルルナナーースス  

            調調査査日日記記  ～～漁漁業業者者自自ららのの手手ででアアワワビビ資資源源をを増増ややすす取取りり組組みみ～～  

沈設シェルナース情報 

放流を行う地元の漁業者さん 磯根資源型で大きく育ってくれよ～！ 

貝殻のすきまに付く
．．

アワビ種苗 

放流を行う漁協等関係者の方々 

シェルナース調査情報 

水中の磯根資源型 
図1 磯根資源型と対照区（何もない海底）に放流 
  したアワビの滞留率（平成17年3月～4月・島根県より） 



 

 

 

今回は長崎県・佐世保市相浦漁業協同組合です！ 

佐世保市相浦漁協の貝殻パイプ作りは平成 14 年度から行われ、おかげ様で過去 4 年間で 

約 300 トン分の貝殻を使用して製作しましたー♪♪♪d(⌒Ｏ⌒)b♪♪♪ 

NEWS11 号で紹介した、地元小学生が親子で思い出作りとして貝殻パイプ作りに挑戦し

たこともあるところです。 

今年も貝殻を 90 トン分使用する予定で、現在 4 ヶ所の地区(高島地区、日野地区、船越地

区、俵ヶ浦地区)で貝殻パイプを作っています。 

その中でも今回は、佐世保市相浦港から船で 20

分のところにある高島という島で貝殻パイプを作

られている方をご紹介します。 

現在その方は船を降りられ、息子さんが後を継い

でいらっしゃいます。6 月から 10 月位まで夏の暑

い時期、朝夕の涼しい時間帯に貝殻パイプ作りを行

い、日中は島の宅配の仕事などをされているそうで

す。時間にとらわれることなく、丁度良い１日のサ

イクルになっていると喜んでおられました。 

また、女性の方で朝早くから夜遅くまで貝殻パイプ作りをされている方もいらっしゃいま

す。本業のカキ剥きがなければ 1 年中作業しても構わないと、張り切っておられました。 

 

 

 

 

貝殻パイプ製作場所として、 

 和歌山県と熊本県が加わりました。  

  今年度の貝殻使用量はそれぞれ 

2.5 トン分と 5 トン分でした。 

(^o^)/  

 

 

 

 

貝殻パイプの種類に新たに 

ヒオウギガイ殻とアワビ貝殻が加わ

りました♪*☆♪*☆♪*☆ 

カキ殻・アコヤガイ殻・ホタテガイ

殻とあわせて全 5 種類となり、より一 

層地域の皆様のご要望に、幅広く対 

応できるようになりました。 

新入りの貝殻パイプの活躍を、どうぞご期待下さい！ 

貝貝殻殻パパイイププ作作りりのの紹紹介介でで～～すす  

ヒオウギガイ殻パイプ アワビ貝殻パイプ 

高島で完成した貝殻パイプを検査中 

貝貝殻殻パパイイププにに新新ししいい仲仲間間がが増増ええままししたた

新新規規貝貝殻殻パパイイププ製製作作場場所所ののごご案案内内  

和歌山県 熊本県 




